
まちネット緑 2025年 8月定例会議事録 
 

日時・場所：2025年 8月 6（水）16:00～18:00みどりーむ大会議室 

出 席 者：池田、片山、佐々木、田中、中島、樋口、吉開 

 

配布・回覧資料： 

① まちネット緑 8月定例会議題 

② みどりーむ 20周年アンケート 

③ 横浜市発展記念館イベントチラシ 7.19(土)～9.28（日）：戦後 80年（戦中・戦後を生きた横浜

の人びと） 

④ みどりアートパーク イベントチラシ 9月 15日（月）14:00～：祝鯉丸真打披露目会（～好楽・ 

鯉昇・小痴楽） 

⑤ 「広報よこはま」8月号 

 

1. みどりーむ 20周年アンケート 資料-② 

みどりーむで「やれたらいいな」と思うことを自由な発想でお寄せ下さい（実現可能性は問いま

せん） 締め切り：10月 31日（金） 

 

2. J-DAG Miniについて(片山さん) 

現行の J-DAGをサイズダウンさせたもの 

・やり方はこれまで通り。指示書(対処させる)の基になる案件は、火災・家屋倒壊・ケガなど 

・ゲーム参加者の構成は、本部と 3～4ブロック（本部、各ブロックで 2人位から可） 

・一箇所（一部屋）でも出来る（ブロック間の仕切りはあった方が良い） 

・指示書は各ブロックに置かれ、時間が来たらそれを空ける（配る必要がない） 

・誰でも出来るように普及させるのが目的。 

9月中に、J-DAGの勉強会をしたい。日程、会場が決ったら連絡する。 

 

3. 岡部先生訪問（8/13） 池田さん 

岡部先生とは、感染症についてこれまで防災塾・だるまや、まちネット緑でご講演頂くなど、お

世話になっている。先生と築いてきた関係を今後どう引継ぎ発展させて行けるか、お会いして

話し合うことにした（先生の了解済み）。池田・樋口で伺う予定。 

出来れば、コロナだけでなく、気候変動によってこれまで起こらなかった感染症や、医療の世

界との協力体制等について、機会を見つけてお話し頂きたい。 

 

4. みどりーむアートフェスタ：9月 6日（土）～9月 27日（土） 申込受付中（8月 26日まで） 

 

5. 戦後 80年について                                                       

＊資料-③ 機会があれば、見学されたら如何でしょう。 

＊占守島(千島列島最北端)の闘い： 1945年 8月 18日～21日  

これによってソ連の北海道侵攻と占領を食い止める事が出来た。北海道で指令を出した 



司令官が樋口中将、占守島の現場指揮官は池田大佐。 

占守島の戦い - Wikipedia https://share.google/qNSaOSmIsgT5XDLnw 

＊8月 17日にも、みどりーむサロンふらっとで、戦争体験を聞くイベントがあるが体験

者の話を聞くのはもう限界に来ている。これからは語り部として、若い世代(学芸員

等の若い研究者)に来て貰った方がよいのではないか。 

  

 ＜イベント情報（落語）＞ 

＊8月 16日にも緑公会堂でイベント（鹿鳴館フォーラム）がある。無料 

 第一部：13:00～14:00 楽しい歌と体操 

    第二部：14:10～16:15 えがお寄席 ～笑って健康！免疫力アップ！～ 

 ＊9月 15日 みどりアートパーク 資料-④ 

 

  ＜美六会情報＞  

8月 10日(日)：予科練平和祈念館（茨城県阿見町） JRお得切符（2,720円）が使える 

 

6. よこはま地震防災市民憲章の唱和 

 

7, 「広報よこはま 8月号」から 

  6～7面：風水害から命を守るために 

       いつでも、どこでも（時と場所を選ばず）災害に遭う可能性があるので、改めて確認を 

 

８．フリートーク 

  ＊3.11を機に帰宅困難者対策として、社員を職場に留めるようにという風潮が起こっているが 

   東京湾岸で大火災が起こった場合には、逃げきれず取り返しがつかなくなる。一刻も早い避 

   難が必要。1人 1人の判断で、臨機応変に考えるべき。 

  ＊3.11には磯子区役所に掛け合い、JR労組のメンバーの協力を得て、根岸線を南北に跨い

で避難できる措置を取ってもらった。 

  ＊地震の長周期振動で、石油タンクの浮き屋根が落ち火災になることがある。タンク底板に設

置した配管から、窒素ガス（不燃性）を多量に送れば、液面の入れを押さえられるのではない

か？という市民提案を出したが、受け入れられなかった。自由な発想はつぶされがち。 

  ＊人為災害である温暖化が今後加速度的に進むことが予想される。 

    →40℃越えの頻発、洪水地域の片寄り、氷山の融解や海水の膨張による海面上昇（都     

市の水没） 

    →植物・食糧が作れない。温暖化の進み方が早すぎて自然界が適用不能になりつつある。 

   今、何が起こっていて、これから何が起きようとしているか、想像力を働かして対処しないと取

り返しがつかなくなる。 

 

次回の定例会：           

2025年 9月 3日(水)  16:00～18:00 みどりーむ 大会議室                                                    

https://share.google/qNSaOSmIsgT5XDLnw

